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第１章 総則 

１－１ 調査等概要 
１－１－１ 調査等名  東京外環自動車道 外環八潮スマートＩＣ土質調査 
   
１－１－２ 路線名  常磐自動車道 
   
１－１－３ 履行箇所  自）埼玉県 八潮市 八條 
  至）埼玉県 八潮市 八條 

 
１－１－４  主な履行内容  

項目 単位 数量 備考 

調査業務 

調査ボーリング 

 標準貫入試験 

 サンプリング 固定式 

 サンプリング 二重管式 

 サンプリング 三重管式 

 現場透水試験 ケーシング法 

土質試験 

  

技術業務 

 実施調査計画Ａ 

 沈下解析 

 安定解析 

 対策工法の検討 

調査ボーリング解析 

設計打合せ 

 

ｍ 

回 

本 

本 

本 

回 

シリーズ 

 

 

ｋｍ 

断面 

断面 

対策箇所 

ｍ 

式 

 

107.8 

107 

7 

4 

9 

2 

164 

 

 

0.32 

1 

1 

1 

107.8 

1 
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１－２ 適用する共通仕様書 

契約書第１条に規定する「調査等共通仕様書」（以下「共通仕様書」という。）は、令和５年７月版と

する。 

 

１－３ 配置技術者の経験及び資格 
本業務の管理技術者、現場作業責任者及び照査技術者（以下「配置技術者」という。）に求める経験及

び資格は共通仕様書１－７、１－８、１－９によらず、入札公告（説明書）、見積方依頼書、基本契約条

件書のいずれか（以下「入札公告等」という。）に示すとおりとする。なお、入札公告等に記載のない技

術者は配置する必要がない。 
 
１―４ 配置技術者 

共通仕様書１－１１の規定によらず、次のとおりとする。 
入札前に競争参加資格申請書、参加表明書または技術提案書（以下「参加表明書等」という。）を発注

者に提出した調査等にあっては、管理技術者、現場作業責任者または照査技術者は、参加表明書等の「配

置予定管理技術者、照査技術者又は現場作業責任者の経験及び能力の資格・実績等、成績等の記載欄」

に記載した者を原則として契約期間中配置しなければならない。 
なお、死亡、傷病、退職、出産、育児等やむを得ない理由により、配置することが困難となった場合

は、その理由及び別に配置する技術者の氏名、資格及び業務経験等を記載した書面を付して監督員の承

諾を得なければならない。なお、監督員の承諾を得て新たに配置する技術者は、原則として下記の要件

を満足する者でなければならない。 
（１）当該業務の入札公告等に示す「管理技術者、現場作業責任者、または照査技術者に求めた資格及

び業務経験」と同等以上の資格及び業務経験を有する者。 

ただし、入札手続にプロポーザル方式及び総合評価落札方式が適用された調査等にあたっては、参加

表明書等に記載した各配置予定技術者について、評価結果と同等以上の資格及び業務経験を有する者。 

（２）手持ち業務が当該業務の入札公告等で示されている場合は、手持ち業務件数及び金額を超えない

者。 
 
１－５ 資料の貸与 

共通仕様書１－１５－１及び３－２－２「資料の貸与」に基づく貸与資料は、下表のとおりとする。 

貸 与 資 料 調 査 等 業 務 名 貸与予定日 備  考 

土質地質調査報告書 
東京外環自動車道 

八潮地区連絡等施設構造物基礎調査 

契約締結の日の

翌日より７日以

内 
電子成果品 

設計報告書 
東京外環自動車道 

八潮地区連絡等施設詳細設計 

契約締結の日の

翌日より７日以

内 
電子成果品 

設計報告書 
(仮称)外環八潮スマートＩＣ等 

道路予備設計業務委託 

契約締結の日の

翌日より７日以

内 
電子成果品 

設計報告書 
(仮称)外環八潮スマートＩＣ等 

準備会等支援業務委託 

契約締結の日の

翌日より７日以

内 
電子成果品 

 ※上記の日数は土曜、日曜、国民の祝日に関する法律に定める国民の祝日、12 月 29 日から翌年 1 月 3
日まで、夏期休暇（3 日）を除く。 
 

１－６ 受注者相互の協力 

共通仕様書１－２０「受注者相互の協力」に示す「隣接または関連の調査等の受注者」は下表のとお

りとする。なお、下表は現時点のものであり、変更が生じた場合は監督員より通知する。 
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工事名および調査等名 工期 受注者 発注機関 備考 
東京外環自動車道 八

潮地区軟弱地盤対策工

調査業務 

令和 4 年 12 月 3 日～

令和 7 年 1 月 20 日 
大日本ダイヤ

コンサルタン

ト㈱ 

東日本高速道

路㈱ 
 

東京外環自動車道 
外環八潮スマート IC
路線測量 

未定 未定 東日本高速道

路㈱ 
 

東京外環自動車道 
八潮パーキングエリア

下部工工事 

令和 4年 12月 13日～ 
令和 9 年 3 月 21 日 

三井住友建設

㈱ 
東日本高速道

路㈱ 
 

 

１－７ 作業計画書 

１－７－１ 作業計画書の提出 

共通仕様書１－１４－１「作業計画書の提出」によらず、受注者は調査等着手前に、次の各号に掲げ

る当該調査等の全体計画に関する事項を記載した作業計画書を監督員に提出しなければならない。ただ

し、調査等着手前に提出することが困難なものについては、後日別途提出することができるものとする。  
また、設計図書その他の規定により作業計画書に記載すべき事項と同様な内容の書類がある場合、ま

たは監督員が必要でないと認めた場合は、この限りではない。  
なお、監督員は、提出された作業計画書に著しい不備等がある場合には、受注者に対して修正を求め

ることができるものとする。  
   （１）調査等概要          （６）連絡体制（緊急時を含む）  
   （２）計画工程表          （７）仕様書に定められた事項 
   （３）業務組織表          （８）成果品の品質を確保するための計画  
   （４）主要機械器具及び設備（９）その他必要事項  
   （５）基本的な調査方法 
 
１－７－２ 計画工程表の記載事項 

本特記仕様書１－７－１「作業計画書の提出」（２）に示す作業計画書中の計画工程表（本特記仕様書

様式―１）の作成にあたっては、下記の項目ごとに作業完了時期を明示し提出するものとする。ただし、

記載する項目は監督員と受注者とで協議の上変更することができるものとする。 
計画工程表は本特記仕様書１－５「資料の貸与」に示す資料の貸与時期、及び共通仕様書１－２２「打

合せ」に規定する打合せの実施時期についても十分検討の上作成するものとし、これらの事項は計画工

程表に記載するものとする。 
種  別 項目 備考 

調査業務 調査ボーリング  
標準貫入試験  
現場透水試験  
土質試験 試験毎 
国土地盤情報データベース検定  

技術業務 実施調査計画Ａ  
沈下解析  
安定解析  
対策工法の検討  
調査ボーリング解析  
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１－７－３ 計画工程表に基づく作業状況の報告 
受注者は共通仕様書１－２２「打合せ」に規定する打合せの実施時に、作業の実施状況を計画工程表

に記載した上で監督員に報告をするとともに、共通仕様書様式第１－４号「調査等打合簿」に添付する

ものとする。 
なお、受注者は前項で規定した完了時期が著しく変更となる場合は、共通仕様書１－１４－３「変更

作業計画書」に基づき変更計画工程表を監督員に提出するものとする。また、その結果調査等内容の変

更が生じる場合の取扱いは受注者と監督員とで協議の上決定するものとする。 
 

１－８ 調査等打合簿の作成及び提出について 

受注者による共通仕様書１－２２「打合せ」に規定する調査等打合簿の監督員への提出は、打合せ後

７日以内（休日等を除く）に監督員に提出するものとする。 

また、監督員は受注者より提出のあった調査等打合簿を受領後７日以内（休日等除く）に受注者へ返送

するものとする。 

  

１－９ 履行報告 

共通仕様書１－２４「履行報告」によらず下記のとおりとする。 

（１）受注者は、本特記仕様書１－７－１「作業計画書の提出」に示す計画工程表（本特記仕様書様式

―１）を作成するにあたって、作業計画に影響する懸案事項がある場合は、その内容を明記するととも

に、課題解決のための受発注者責任分担、対応者（監督員又は受注者）及び対応時期を明記するものと

する。  

（２）前項の規定に従い作成した計画工程表を、受発注者双方で確認し認識を共有するものとする。  

（３）受注者若しくは発注者は、計画工程表に明記した事項に変更が生じた場合、速やかに記載事項を

修正するとともに、修正した計画工程表を受発注者双方で認識し共有するものとする。 
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第２章  業務細部に関する事項  
  

２－１ 業務の内容  

本業務は、外環八潮スマート IC（仮称）の道路設計を実施するにあたって、設計に必要な土質定数の

取得および軟弱地盤対策工法の検討を実施するものである。 

調査の実施にあたっては、共通仕様書第３章「土質地質調査」を適用する。 

     

２－２ 調査ボーリング  

２－２－１ ボーリング箇所 

調査ボーリングは位置図及び平面図に示す箇所で行うものとするが、地形地質踏査結果により調査実

施位置を精査しボーリング箇所の見直しが必要であると判断した場合は監督員にこれを報告するものと

し、その後の取扱いについては監督員と受注者とで協議の上決定するものとする。 

 

２－２－２ 調査ボーリング区分 

調査ボーリング区分は、下表のとおりとする。 

種別・規格 単位 数量 ｺｱ種別 せん孔深度 せん孔方向 
φ１１６ｍ

ｍ 
粘性土・シルト ｍ 70.3 ｵｰﾙｺｱ 50ｍ超 80ｍ以下 鉛直下方 
砂・砂質土 ｍ 37.5 ｵｰﾙｺｱ 50ｍ超 80ｍ以下 鉛直下方 

 

２－２－３ 調査孔閉塞 

調査ボーリング終了後、次に示す箇所においてはボーリング孔を粘土等で閉塞するものとする。 

内訳書の項目 箇所 ボーリング番号 備  考 

調査孔閉塞 2 ＰＡ-１、ＰＡ-２  

 

２－２－４ 給水 

調査ボーリングにおける掘削は有水ボーリングで行うため、給水（車両給水）をしながら行うものと

する。 

 

２－２－５ 水田等での油対策 

水田等で調査ボーリングを行う際にはボーリング機械の油が拡散しないよう十分な養生を行うものと

する。 

 

２－２－６ 現場内小運搬 

共通仕様書３－１７（１）に示す現場内小運搬の種別及び数量は、次のとおりとする。 

内訳書の項目 種  別 箇所数 対象ボーリング番号 備 考 

現場内小運搬 クローラ 2 ＰＡ-１、ＰＡ-２  

 

２－２－７ 足場仮設 

足場仮設の種別は、次のとおりとする。 

内訳書の項目 箇所 ボーリング番号 備 考 

足場仮設 平坦足場(高さ０．３ｍ以下) 2 ＰＡ-１、ＰＡ-２  

 

２－２－８ 調査ボーリングの打ち止め位置 

調査ボーリングの打ち止め位置は、監督員と受注者とで協議の上決定するものとする。 

 

 



 6

２－２－９ 標準貫入試験 

 標準貫入試験の内訳は次のとおりとする。 

土質区分 試験回数 
粘性土・シルト ７１回 
砂・砂質土 ３６回 

 
２－２－１０ 現場透水試験 
 現場透水試験の内訳は次のとおりとする。 

試験方法 試験深度 試験回数 
ケーシング法 １０ｍ以内 ２回 

 
 
２－２－１１ 土質試験 

共通仕様書３－１１－１「土質試験」に下表を追加する。 

試験項目 試験方法 摘要 

土の定ひずみ速度載荷による

圧密試験方法 
JIS A 1227 １シリーズ１ケ 

土の長期圧密試験方法 

JIS A 1217を

準用 

1 シリーズ 1 ケ 

JIS A 1217「土の段階載荷による圧密試験方

法」の一部を準用して行う圧密試験。 

荷重保持時間は3週間程度、載荷荷重は監督

員と協議の上決定する。 

 
２－２－１２ 実施調査計画 
 共通仕様書３－４－２「調査計画」に下表を追加する。 

内訳書の項目 調査区分 

実施調査計画Ａ 第二次詳細調査 

 
 
２－３ 打合せ 

打合せ回数は、業務内容確認検査及び完了検査を含め６回とする。当初の打合せは現地踏査に行い、

打合せの検測数量は１式とする。監督員が打合せ回数の追加を指示した場合や業務の追加、変更に伴い

打合せを追加する必要が生じる場合の取扱いは監督員と受注者とで協議の上決定するものとする。 

打合せ場所は、東日本高速道路株式会社さいたま工事事務所で行うものとする。ただし、打合せ場所

の変更を監督員が指示した場合は、受注者はこれに従わなければならない。 

 

２－４ 交通費・日当・宿泊費 

交通費・日当・宿泊費には土質調査の現場作業に従事する労務員すべての交通費・日当・宿泊費を含

むものとし、現地踏査により現場作業の数量に大幅な変更が生じた場合、交通費・日当・宿泊費の増減

に伴う費用については別途監督員と協議するものとする。また、ウェブ会議システム等を活用して打合

せを実施する場合の交通費・日当・宿泊費についての取扱いは監督員と受注者とで協議の上決定するも

のとする。 

 

２－５  成果品 

報告書の表紙は、茶色（アートベラム ＶＣＰ 76 1/2）、黒文字製本とし、監督員に２部提出するもの

とする。 

 

２－６  国土地盤情報データベース検定 

共通仕様書３－１９「国土地盤情報データベース検定」に示す国土地盤情報データベース検定は、調
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査ボーリング１本当たりの検定費用を２,０００円とする。なお、調査ボーリングの数量は２本とし、ボ

ーリング本数の増減及び資格区分の相違に伴う請負代金額の変更は、監督員と受注者とで協議し定める

ものとする。 

また、共通仕様書３－１９「国土地盤情報データベース検定」に示す、登録するボーリングデータの

公開区分を下表に示す。 

 

 位置 ボーリング名 公開区分 備考 
内回りランプ ＰＡ-１ 非公開  
外回りランプ ＰＡ-２ 非公開  

 

第３章  補足事項 

 
３－１ 遠隔立会 

遠隔立会とは、遠隔立会実施要領（令和５年１０月 東日本高速道路株式会社）に基づき、共通仕様書

「１－２３ 検査及び立会い」に定める検査及び立会いについて、デジタル通信技術を活用し遠隔地から

の確認、検査及び立会いの実施により、受注者及び発注者の調査等管理業務の効率化による生産性向上

を図るものである。  
遠隔立会の実施有無、実施項目、費用等については、調査着手前に監督員と協議し定めるものとする。 

 



東京外環自動車道　外環八潮スマートＩＣ土質調査　計画工程表 【様式－1】

（全体履行期間）　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日　（　　日間）

1土質調査業務 （実履行期間）　　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日　（　　日間）

３．調査業務

準備及び跡片付け

調査ボーリング

標準貫入試験

現場透水試験

土質試験

国土地盤情報データベース検定

４．技術業務

実施調査計画A

沈下解析

安定解析

対策工法の検討

調査ボーリング解析

2 貸与資料

３．土質調査報告書

３関連業務

～

～

～

～

４関係機関協議

～

～

～

～

～

～

～

～

５その他懸案事項

～

～

６ 協議内容、結果等
※作成上のポイント

 　① 適切な工程管理（履行期間の確保）を図ることを目的とする。

 　③ 協議時期と内容（結果）を工程表に明示することにより、打合せ時期・内容に工程上の遅れがないか確認する。

※作成時の留意事項

  ① 関係機関協議については該当事項をその都度記入のこと

  ② 協議待ちによる遅延の場合工程上のクリティカルを明示すること。

  ③ 工程計画に大幅な変更が生じた場合、協議時に発注者に提示し確認を行うこと。

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

　② 関連する調査業務や設計業務ならびに関係機関協議による資料入手や条件提示等の遅れが履行期間を圧迫
      することがないよう、資料入手・条件提示・対外協議の期限を明確化する。

  ④ 照査の時期と内容（結果）を工程表に明示することにより、作業の進捗状況に合致した照査作業が実施されてい
      るか確認する。

　⑤ 本工程表は作業計画書に添付するとともに、発注者と受注者双方で共有し、適切な履行期間を確保することで
      設計ミスの防止、品質の確保を図る。

　⑥ なお、本書式は固定のものではない。上記趣旨を理解したうえで、各業務単位で工夫・改良を加えて利用するこ
      とを基本とする。

協議内容経緯等

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

○月○日
①協議場所、出席者

②協議結果

②○○に関する技術的判断 有　・　無 ○年○月 ○年○月 発注者

30 10 20 30

①○○に関する技術的検討 有　・　無 ○年○月 ○年○月 受注者
10 20 30

○月

3010 20 30 10 20 3010 20 30 10 20 10 3030 10

○月

2010 20

○月 ○月

発注者

凡　　例
10 20 30 10 20 30

○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月

20 3010 20

○月○月

　　水道 有　・　無 ○年○月 ○年○月 発注者
②警察協議 有　・　無 ○年○月 ○年○月 発注者
③地元協議 有　・　無 ○年○月 ○年○月 発注者

項　　目 実施の有無 実施時期 対応者

④その他懸案事項協議 有　・　無 ○年○月 ○年○月

　　用水路 有　・　無 ○年○月 ○年○月 発注者
　　排水路 有　・　無 ○年○月 ○年○月 発注者

　　道路 有　・　無 ○年○月 ○年○月 発注者
　　河川 有　・　無 ○年○月 ○年○月 発注者

①交差管理者協議
20 30 10 2010 20 30 10 20 3010 20 10 2020 3030

○月 ○月 ○月 ○月 ○月
凡　　例

10 20 30 10 20 30 10 20 3030 10

○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月
項　　目 実施の有無 実施時期 対応者

30 10 20 3010 20 30 10

３.〇〇自動車道 ◇◇地区用地詳細測量 有　・　無 ○年○月 ○年○月

４.〇〇自動車道 ☆☆～〇〇間水文調査 有　・　無 ○年○月 ○年○月

１.〇〇自動車道 △△地区付加車線道路詳 有　・　無 ○年○月 ○年○月

２.〇〇自動車道 〇〇地区用地詳細測量 有　・　無 ○年○月 ○年○月

１．地形地質
20 30 10 20 30 1010 20 30 10 20 3010 20 30 10 20 3010 20 30 10 20 30

○月○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月
備　　　　考

10 20 30 10 20 30 10 20 30

１１.業務検査・完了検査

　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　程
　項　　　目 実施の有無 実施時期 実施会社名

１０.打合せ

７.報告書作成

８.監督員による成果品確認

９.電子成果品作成

２．○○地区路線測量
　・地形図（1：1000） 有　・　無

有　・　無
　・実測横断図

3010 20 30 10 20 3010 20 30 10 20

○月
備　　　　考

10 20 30 10 20 30 10 20

○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月

10 20 3010 20 30 10 20

○月 ○月 ○月 ○月

30 10 20 30 30

○月

10 20 30

○月

１．調査計画

５．施工への申送り事項

○月

10 20 30

２．既往資料（貸与資料）の確認・整理

　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　程
　項　　　目 計画準備

６.照　　　査

　・実測縦断図
有　・　無

契約締結から7日間以内

　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　程
　項　　　目 貸与の有無 貸与時期

契約締結から7日間以内

契約締結から7日間以内

令和〇年〇月予定

契約締結から7日間以内

契約締結から7日間以内

○月 ○月 ○月

　・概略調査 有　・　無

○月 ○月

１．地形地質
　・予備調査 有　・　無

有　・　無
10 20 30 10 20 30 10 2030 10

○月
備　　　　考

10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 3030

○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月

20 30 10 20 30 30 10 2010 20

令和〇年〇月予定

　〇〇地区第一次土質 有　・　無
　△△地区構造物基礎調査 有　・　無

　・座標計算書 有　・　無 契約締結から7日間以内


